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本部 事業実績報告 

 

社会福祉法人やまとみらい福祉会は、将来にわたって事業を継続・発展させていくために、長期的視点

での「社会的ニーズ」を重視した経営と事業を発展し、本年度は、以下の通り（開設順）、新たに 3 事業

所（6 事業）を開設開始し、事業活動の規模・対象の拡大を進めました。 

 

令和元年 7 月 1 日 

【オルタ八乙女】 

 一般就労した利用者の方をサポートする事業として、「就労定着支援事業」を新たに追加、開始しまし

た。 

令和元年 10 月 1 日 

【ワインフォレスト七ツ森】 

 農業と福祉の連携（農福連携）により、新たな共生と地域コミュニティの創出を目的に、仙台市外初め

ての事業所（大和町）として、「就労継続支援事業 A・B ワインフォレスト七ツ森」を開設しました。 

【東雲】 

 高齢者向けに、複合的な介護サービスを提供することを目的に、①サービス付き高齢者向け住宅・②居

宅介護支援事業所・③訪問介護事業所を、仙台市外 2 ヶ所目の事業所（塩釜市）として、関連法人（㈱大

和リーアルティ）より事業譲渡と受け、事業を開始しました。 

令和 2 年 4 月 1 日 

【やまとみらい南光台東保育園】 

 事業開始年度としては、令和 2 年度になりますが、仙台市認可のやまとみらい南光台東保育園を開園

しました。 

 

 いずれの事業も、地域に望まれ、また、ニーズに即した事業であり、順調に歩みを進めています。人材

の確保、育成、定着等の諸課題や、年度後半から蔓延している新型コロナウイルスの影響も懸念されます

が、あらゆるリスクを想定し、堅実で、着実な歩みを進めて参る所存です。 

 

 

 [ 社会福祉法人やまとみらい福祉会運営事業]  

令和元年度に実施した運営事業は以下のとおり。 

・第 1 種社会福祉事業 

   特別養護老人ホーム抱優館八乙女(長期入所事業) 

   地域密着型特別養護老人ホーム抱優館南光台東(長期入所事業) 

・第 2 種社会福祉事業 

   特別養護老人ホーム抱優館八乙女(( 介護予防)短期入所生活介護事業)  

   地域密着型特別養護老人ホーム抱優館南光台東(( 介護予防)短期入所生活介護事業) 

   ヘルパーステーション東雲(老人居宅介護等事業) 



3 

 

   ホームヘルパーステーション東雲(居宅介護事業／障害者) 

やまとみらい八乙女保育園(小規模保育事業) 

   就労移行、定着支援事業所オルタ八乙女(障害福祉サービス) 

   就労継続支援(Ａ型・Ｂ型)事業所ワインフォレスト七ツ森(障害福祉サービス) 

・公益事業 

   ケアプランセンター抱優(居宅介護支援事業)  

   ケアプランセンター東雲(居宅介護支援事業)  

   サービス付き高齢者向け住宅東雲（サービス付き高齢者向け住宅） 

・収益事業 

   不動産賃貸業 

 

[ 各種外部研修・行政等主催研修参加状況]  

日時 研修名 参加者 主催 

H31.4.15 社会福祉法人制度改革事務担当者

フォローアップセミナー 

法人本部長 全国経営者協議会 

R1.8.27 令和元年度 宮城県社会福祉法人

経営強化セミナー 

法人本部長 宮城県社会福祉法人経営者協議会 

R1.7.8 令和元年度 宮城県社会福祉施設 

事務担当職員研修 

事務員 宮城県社会福祉協議会 

R1.8.23 2019 年社会福祉法人会計実務セミ

ナー 

総務課長 独立行政法人福祉医療機構 

R1.11.21 令和元年度 社会福祉法人事務担

当者 労務管理セミナー  

事務員 宮城県社会福祉協議会 

R2.1.10 働き方改革関連法に関する説明会 事務員 宮城労働局 
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特別養護老人ホーム抱優館八乙女 事業実績報告  

 

 特別養護老人ホーム抱優館八乙女は、地域に根ざした『挑戦型社会福祉法人』として平成 30 年度に引

き続き、地域に望まれる施設運営を念頭に業務を進めることと、介護の質を上げることへのチャレンジ

を基本方針として業務執行に努めました。 

入居者の安全確保は、感染症及び食中毒等について、厨房委託業者との連携、全職員参加の予防研修等

により食中毒罹患者はゼロでした。また、その他の感染症（インフルエンザ）は、ショートの１名に留ま

りましたが、２月以降、世界的に感染が拡大している新型コロナウィルスの持ち込みの予防対策として、

家族の面会制限や来館者に対する検温、うがい、手洗い、マスク着用の徹底、体調不良職員に対する対応

等、感染症予防対策に重点的に取組み、これをさらに継続して進めて行くことにしています。 

嘱託医に関しては、入居者の健康管理体制及び看取り体制も支障なく執行できています。令和元年度に

施設退所された方は 26 名、内看取り介護同意の方は 17 名でした。認知症の入居の方への精神科クリニ

ック医師による月 2 回の診察・指導に加え、歯科医指導による口腔ケアの取組みも継続して行っており

ます。 

 

令和元年度の利用実績 

[ 入居者の要介護度別年齢]     

 要介護 1 2 3 4 5 平均 

年齢 年齢 年齢 年齢 年齢 介護度 年齢 

男 ― 93.79 81.02 86.58 85.15 4.0 85.06 

女 ― 76.83 91.25 89.56 87.66 4.1 88.80 

計 ― 81.82 88.38 88.98 87.15 4.1 87.99 

 

[ 特別養護老人ホーム抱優館八乙女利用実績]  全 80 室 平均入居者 77.9 人 稼働率 96.4％ 

月 平均入居者数 稼働率 月 平均入居者数 稼働率 

４月 80.0 100.0％ １０月 78.8 98.6％ 

５月 78.7 98.4％ １１月 78.5 98.2％ 

６月 78.3 97.8％ １２月 78.0 97.5％ 

７月 77.5 96.9％ １月 76.3 95.5％ 

８月 80.0 98.5％ ２月 75.2 94.0％ 

９月 77.9 94.7％ ３月 76.4 95.6％ 
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（介護予防）短期入所生活介護抱優館八乙女事業実績報告 

 

利用者像の多様化と重度化が進行し、入居者に対応した介護職員のスキルアップとご利用者の希望に

直ちにミスなく対応できる体制が強く求められています。短期入所生活介護部門(ショートステイ)は、在

宅の方が利用対象であり、地域のケアマネ―ジャーなどとの連携が課題です。そのことを念頭に、「在宅

支援」と位置付け、抱優館八乙女が地域福祉拠点として、地域包括ケアに果たす役割を担うこととしてお

ります。その結果、平均稼働率は、目標の 90％に対し、89.4％となりました。こうしたことから、今後

の職員の成長を期するとともに、地域に信頼されるショートステイの構築に努めて参りたいと思います。 

 

[ （介護予防）短期入所生活介護抱優館八乙女利用実績 ]  全 20 室 

平均月延べ利用者数  545.9 人  稼働率 89.4％ 

月 延べ利用者数 稼働率 月 延べ利用者数 稼働率 

４月 518 86.3％ １０月 568 91.5% 

５月 539 86.8% １１月 544 90.7% 

６月 535 89.1% １２月 574 92.6% 

７月 548 88.3% １月 540 87.1% 

８月 607 97.9% ２月 496 85.5% 

９月 533 88.8% ３月 549 88.5% 

 

抱優館八乙女サービス提供実施状況 

住まいづくり：各ユニットにおける生活環境の適正化に努め、ふれあい福祉作業による清掃に加え、ユニ

ット内外の取組みで環境整備を行い、厚みのあるケア体制作りを進めることができまし

た。また安全衛生委員を中心に 4S活動等環境チェックを実施し、環境美化に取組みまし

た。また事務職員の当番制でのトイレや給湯室の定期清掃、マスク・手指消毒剤等の点

検・補充に努め、環境美化と感染症予防に取組みました。 

安全・安心な美味しい食の提供：産直米・産直野菜の使用と日清医療食品の協力、管理栄養士のミールラウンドによる嗜好

調査、季節の料理提供等、安全で美味しい食の提供に努めました。 

チームづくり：2 度の職員面談やユニットリーダーとの個別面談、諸会議などを積み重ねて業務課題の抽

出を行い、情報伝達や記録方法のデータ化等、業務全体の改善定着を図りました。 

服薬ミス、転倒など職員のスキルに起因するミスの根絶を目指し、医務室と共に『服薬マ

ニュアル』の点検と見直し、確認作業の徹底など、事故のない業務遂行を課題に取組んで

います。また結婚・出産の職員が増加し、産休後職場復帰する方が殆どの状況下、更に「女

性のチカラを活かす企業」として働きやすい職場環境作りが具体的に求められます。 

リスクマネジメント：リスクマネジメント委員会をはじめとする委員会設置とその活動は、年々、重要性を増し

ています。毎月の事故報告やヒヤリハット事例の検討と事前予防のための「フォーユーレ

ポート」をもって、点検と対応に努めました。特に、誤薬・服薬ミスは入居者の健康維持
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上重要であることから、看護・介護に加え、嘱託医等の多・他職種との連携によって改善

し、発生予防のために服薬マニュアルの再度の作成と研修を実施し、人的ミスの防止に努

め、減少化しております。 

人材採用・育成：介護現場において重要なことは、人材の採用と育成です。面談や日常の指導において、特

にリーダー層を中心に、面談による課題抽出と配置転換による継続指導を実施し、自覚的

取組みと改善を行ってきました。より良い職場環境の醸成と自主的な職員活動が得られ

つつあるところですが、ユニットリーダーはじめベテラン職員が自覚的に振る舞うこと

が課題でもあります。 

従来からの慢性的看護職不足は、昨年１２月の時点で一応解消されたものの、看護職間

の情報共有や連携等の面で課題も多く、思い切った人事更新策や業務指導の継続実施を

行っていく必要があります。 

また、多くの介護施設が職員不足に喘ぐ中、当施設も例外ではなく慢性的な介護職員不

足に陥っております。全産業に及ぶ労働力不足に対応し、引き続き職員募集を行いなが

ら、研修や介護マニュアルの徹底等によって、よりよい介護人材の獲得と良いケアの実現

に努めていきます。      

 

抱優館八乙女各種委員会活動報告 

●リスクマネジメント委員会 

【構成メンバー】 

施設長、副施設長、生活支援課長、介護支援係長、相談支援係長、生活相談員、管理栄養士 

機能訓練指導員、看護師、介護職員 

【開催日】 

 月 1 回（計 12 回） 

【本年度の取り組み】 

フォーユーレポート（ヒヤリハット）を再度周知し事故を未然に防ぐことを目標に行った。 

研修ではフォーユーレポートを活用し危険予知訓練の一環として行った。 

看護師より坐薬の挿入の仕方を学び、介護職員のスキルアップを図った。 

【反省】 

本年度はフォーユーレポートをもう一度職員に周知させ、防げる事故は未然に防ぐことを意識させる

ようにおこなった。 

委員会から何度もフォーユーレポートの提出を求め、各職員の意識の徹底を図るが一時的な感じがみ

られた。 

フォーユーレポートを再度確認し、重要性を説明してきたがまだまだ浸透していない為、今後も継続し

研修等で周知していきたい。 

具体例をあげ、その時の対応等を研修や委員会で行っていきたいと意見があり、新年度では委員会で話

し合い行っていきたい。 

どのようにすれば研修の参加率を上げられるかを考え施設全体でレベルアップを図りたいと考えてい
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る。 

 

●感染症予防対策委員会 

【構成メンバー】 

施設長、副施設長、生活支援課長、介護支援係長、相談支援係長、生活相談員、管理栄養士、  

機能訓練指導員、看護師、介護職員 

【開催日】 

奇数月 第 3 木曜日 

【本年度の取り組み】 

・年間目標と活動計画の作成 

・感染だよりの発行（第 1～5 号） 

・ノロキット（吐物処理セット）新装設置 

・掃除マニュアルの改訂 

 ＊研修⇒11 月 11・18・25 日 

「施設における感染症対策～ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ/ ﾉﾛｳｲﾙｽ感染症編」 

   講師…SARAYA ﾒﾃﾞｨｶﾙ事業部福祉課主任：前田貴宏様 

【反省】 

今年度のインフルエンザウイルス罹患者は職員 2 名、ショートステイ利用者様 1 名であった。前年

度と比較すると職員罹患者が減少、ショートステイ利用者が発症したものの、他者への感染が防止でき

た事は予防対策としては万全であったと考える。 

研修については外部講師を招き、3 日間実施して頂いたが、参加人数が少なかったのが残念である。

今後は外部講師に失礼のない様、多くの職員が参加できるように働きかけたいと思う。 

反省点としては内部研修の吐物処理の実践が出来なかったことである。ノロキットを新調したので

吐物凝固剤や消毒剤の使用具合を確認しておくべきであった。 

次年度はゴミ箱の清掃法等、マニュアルを改訂した部分の習慣化。予防対策を徹底すると共に、職員

皆に感染対策の意識が高まるように啓蒙に努め、感染者「0」を目指したいと考える。 

 

 

●身体拘束廃止・ケア向上委員会 

【構成メンバー】 

施設長、副施設長、生活支援課長、介護支援係長、相談支援係長、生活相談員、管理栄養士、 

機能訓練指導員、看護師、介護職員 

【開催日】 

 奇数月 第 3 水曜日 計 6 回 

【本年度の取り組み】 

・身体拘束の基本的な知識の研修を行った。 

・身体拘束の説明書を使用し各階の身体拘束の状況を把握している。 

・身体拘束のグレーゾーンを明確化させる。 
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【反省】 

・身体拘束の基礎的な話をしたときに理解できていない職員がいた。 

・抱優館として身体拘束のグレーゾーンを明確化できずあいまいになっていた。 

 

 

●虐待防止・ケア向上委員会 

【構成メンバー】 

施設長、副施設長、生活支援課長、介護支援係長、相談支援係長、生活相談員、管理栄養士、 

機能訓練指導員、看護師、介護職員 

【開催日】 

偶数月 第 4 水曜日 計 6 回 

【本年度の取り組み】 

・虐待についての基本的な知識の周知 

・介護職員としての入居者様に対する接し方などを、資料を使って説明した 

・ユニット内でどのような不適切なケアが行われているか話し合った。 

・虐待発見チェックリストや自己点検シートを使って日々の業務の見直しを行った 

【反省】 

・委員会や研修共に出席率が悪かった。 

・介護職員としての接遇やマナーについて深く掘り下げていきたかったが、うまく掘り下げることが

できなかった。 

・不適切なケアについて説明不足で、あまり職員の意識改革につながらなかった。 

・基本的な虐待についての理解が得られていない職員がいる。 

 

 

●栄養管理委員会 

【構成メンバー】 

施設長、副施設長、生活支援課長、看護師、管理栄養士、介護職員、 

（委託先）日清医療食品㈱：エリアマネージャー、主任、管理栄養士 

【開催日】 

 月 1 回（計 12 回） 

【本年度の取り組み】 

・年間計画書作成 

・行事食の提案、検討、反省（花見弁当、子供の日メニュー、あじさい弁当、七夕メニュー 

 土用丑の日、敬老会弁当、クリスマスメニュー、年越しメニュー、おせち料理、七草がゆ 

 節分、バレンタインメニュー、寿司、ひな祭りメニュー） 

・納涼祭模擬店の計画、行事委員会への提案 

・芋煮会の計画、実施 

・ユニットへの出前調理（天ぷら調理 5 回、ラーメン調理 5 回） 
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・餅つきの立案、実施 

・食中毒予防研修の実施、発生状況について報告 

・脱水予防について 

・緑茶の選定 

・嗜好調査の実施 

・栄養補助ゼリーの試食と選定 

・抜き打ちチェック（塩分濃度、衛生状況）の報告と指導 

【反省】 

・委員会で検討したメニューや提供方法について迅速に対応できたことは評価すべき。 

・食事内容、メニュー、味付け等細かい意見が挙がり都度改善された。 

・ユニットと厨房で食事形態や禁忌、禁止食、盛り付けの方法について合致していないことがあるので

新年度に向けて整理すべき。 

・委員会内で入居者に提供する食品を試食や試飲できよかった。 

・前年度より大きく変わりない活動内容であったが、随時の検討事項が迅速にスピード感を 

 もって対応できた。 

・来年度新入職員以外にも教育が必要な職員に対し炊飯や調理、盛り付けについて研修や勉強会 

を実施してほしい。 

 

●排泄・褥瘡予防委員会 

【構成メンバー】 

施設長、副施設長、生活支援課長、介護支援係長、相談支援係長、生活相談員、管理栄養士、 

機能訓練指導員、看護師、介護職員 

【開催日】 

月 1 回（計 12 回） 

【本年度の取り組み】 

・年間目標の作成 

上半期排泄目標：排泄の漏れが有ったら尿測を行う 

上半期褥瘡予防目標：発赤の予防と早期発見に努める 

下半期排泄目標：パットの選択を誰でも行えるようにする 

下半期褥瘡予防目標：個々の発赤の対応策を考え支援する 

・活動計画の作成 

・半年ごとの研修勉強会の開催 

・褥瘡報告・周知共有 

・毎月の排泄用品報告 

【反省】 

・上半期排泄目標：データを取って行動していたユニットも見られるが、漏れがあっても尿測を行わ

ず、個々の当て方で漏れが無かったと話も出た所もあった為、今後は、尿測のほかにどこに失禁があっ

たのかのデータを取っていく必要性があったと思われる。 
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・上半期褥瘡予防目標：発赤にいち早く気付き各職種に共有出来ており、そのことで、褥瘡の件数が

年々減少している。介護側の意識の高さが見られてきていると思われる。 

・下半期排泄目標：ミーティング等で確定したところや、委員が率先して選定を行った所も見られてい

たが、使用パターン表を半月で確認すると、各ユニットで、出来ている所出来ていない所の、ばらつき

を感じたことが印象に残る。今後は、各ユニットを回り、入居者の ADL に基づく選定が必要ではない

かと考える。 

・下半期褥瘡予防目標：入居者の ADL に合わせて、発赤の対応は異なっていたはずであるが、どのよ

うな対応をしていたのかという、話し合いが、委員会の中で少なく思えた。今後としては、褥瘡報告の

ほかに発赤時の対応報告も行い、職員のスキルアップに繋げていけるよう努めていきたい。 

全体の反省：実戦の研修を行う上で、一人ひとりに丁寧に指導研修を行うことが難しいと研修を行って

思った。今後の研修の持ち方として少人数での研修を行い 1 時間で濃い研修に出来るよう考える。 

 

 

●行事企画・広報委員会 

【構成メンバー】 

施設長、副施設長、生活支援課長、介護支援係長、相談支援係長、生活相談員、管理栄養士、 

機能訓練指導員、看護師、介護職員、総務職員 

【開催日】 

 月 1 回（計 12 回） 

【本年度の取り組み】 

外部団体による催し物の開催、季節行事の実施及び季節飾りの展示、クラブ活動の運営、ニュースレ

ターの発行・送付を実施しました。 

各行事・広報活動について選出された実行委員が中心となり実施しました。納涼祭では新しい取り組

みとして、射的・千本引きなどの手作りのアトラクションをフロアごとに企画・運営し、ご利用された

入居者様やご家族様より大変ご好評をいただきました。 

クラブ活動では「園芸クラブ」などの新しい企画も加わり、参加型行事のバリエーションが増え多数

のご参加をいただきました。反省すべき点もありましたが、入居者様の目線に立った内容を全員で協議

し、委員一人ひとりが「考えて企画・運営する」という委員会本来の役割に向き合えた一年だったと思

われます。 

全体的には事故や大きなトラブルもなく、各ユニット・部署よりシフト調整などの面で理解が得られ

始め、概ね計画通りの運営が出来ました。 

【反省】 

実行委員が各役割分担を明確化していない為、1 階にいる職員が会場にいるだけで効率よく動けていな

い。実行委員がしっかり把握し率先して周りに指示出来るようにするべき。 

実行委員内での情報共有が不十分。互いに責任感を持って他の職員へ指示を出すべき。 

職員の自主的な動きが少なく、ただ職員同士でかたまっている状況が見られた。 

クラブ活動の参加職員が少なく各階誘導を 3 名だけで行うことがあった。職員不足も理解できるが、

もう少し人員配置を検討するべき。 
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参加職員に偏りがあり、まったく行事に参加出来ていない職員がいる。行事委員だけで動いている場面

が見られた。 

交流お茶会・パフェ作りの段取りが不十分だった。 

納涼祭で中学生等の学生ボランティアがなかった。 

納涼祭でのフロア毎ゲームの際、予算を上回り景品を出してしまうフロアーがあり、予算内で計画性を

持って実施するべき。委員会で用意した駄菓子も使用し尽くし、他のフロアの景品まで使用するのはど

うかと思う。 

クリスマス会でアトラクションゲームを実施したが、競っている感じがしなかった。 

行事全般でご家族様の参加が増える工夫を何か考えるべき。 

納涼祭や敬老会のような大きな行事はもう少し綿密に計画を練るべき。 

指示系統を一つに絞り、全委員が周知・発信出来るようにするべき。 

職員不足により人員配置が困難な状態の中で、エレベーターの移動に時間がかかり、短時間で慌ただし

く参加している感じがある。 

インフルエンザやノロウイルスが流行する冬季に集団で食べ物を扱う行事を実施するのはリスクがあ

ると思う。 

人員不足により安心して行事に参加出来ず、入居者様の付添いが不十分になってしまう。 

行事実施中のユニットに残る職員への配慮が足りない。 

大きな行事は反省するが小さな行事は反省出来ていない。 

ニュースレター用写真データの保存が周知・徹底されていない。 

委員会内で委員の発言や提案が少ない。もっと積極的に意見を出し合うべきで、年度末の反省だけでな

く、各行事タイムリーに意見を出すべき。 

 

●安全衛生委員会 

【構成メンバー】 

施設長、副施設長、生活支援課長、介護支援係長、相談支援係長、生活相談員、管理栄養士、 

機能訓練指導員、看護師、介護職員、総務職員 

【開催日】 

 月 1 回（計 12 回） 

【本年度の取り組み】 

・委員会前半の時間で、奇数月に 4S（整理・整頓・清掃・清潔）チェックを実施し、各フロア内の危

険個所等の確認を行い、労働環境の整備・向上に努めた。  

・年間計画の内容で、資料を用いた座学を実施し、委員の知識の向上を目指し、ユニット内での周知を

行った。 

【反省】 

・定期的な 4Sチェックにより各フロア内の危険個所等は徐々に改善されつつあるが、細かな部分での

指導箇所は 4Sチェック時に毎回見られる為、委員会後の委員による各ユニットへの再指導や前回の記

録を持っての 4Sチェックの実施に力を入れる。 
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●防災対策委員会 

【構成メンバー】 

施設長、副施設長、生活支援課長、介護支援係長、相談支援係長、生活相談員、管理栄養士、 

機能訓練指導員、看護師、介護職員、総務職員 

【開催日】 

6 月 5 日、５月 7 日、8 月 6 日、10 月 1 日、11 月 6 日、12 月 3 日、2 月 4 日、3 月 11 日 

【本年度の取り組み】 

・令和元年 6 月 5 日（水）避難訓練実施     

・令和元年 7 月 3 日（水）炊き出し訓練実施 

・令和元年 11 月 13 日（水）避難訓練実施 

・施設での防犯について、DVD を参考に委員で話し合いを行った。 

【反省】 

・本年度も避難訓練を 2 回行うことができたが、参加者確保が困難なため、本来なら火災発生のフロ

アとその上のユニットを含めた 30 名の避難を実施しなければならないが、火災発生フロアの 20 名の

避難で終わってしまった。このことは消防署からも指摘されているため、今後は人数を確保し避難訓練

を行う必要がある。また、避難訓練に参加する職員の意識も低く感じる場面があり、今後変えていく必

要がある。 

・避難訓練時のタイムは 10 分を切ることができたが、全職員がレスキューシート等の避難道具をもっ

と有効に使用できれば、さらにタイムを短くすることが可能と思われる。 

・炊き出し訓練では、ほとんどの職員が初めての為か、事前に周知をしていたが動きが統一されていな

かった。また、アルファ米の味の検討や、少ない人数でどうやって厨房から食事を運ぶか検討が必要と

思われる。 

・今回の炊き出し訓練ではムース食の方は、普段通りの食事提供となったため、今後はムース食も含め

た炊き出し訓練が必要と思われる。 

・施設での防犯については、今年度初めて取り組みしたばかりの為、不審者が入館した際の合言葉や放

送については決めることができなかったが、‛入居者様をどこに避難するのが望ましのか‘については話

し合いを行うことができた。また、副施設長からも非常用通報装置について話をしていただく機会もあ

り、良い取り組みができたと思われる。 

 

[ 各種外部研修・行政等主催研修参加状況]   

日時 研修名 参加者 主催 

R1.5.10 平成 31 年度 第 1 回仙台市老人福祉施設協

議会 泉支部会議 

施設長 

相談員 

仙台市老人福祉施設協議

会 

R1.6.5 介護サービス事業者集団指導 相談員 仙台市老人福祉施設協議

会 

R1.6.12 令和元年 泉区管内給食施設従事者研修会 管理栄養士 仙台市保健所 
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R1.6.26 令和元年仙台市老人福祉施設協議会 第 1

回 相談員研修 

相談員 仙台市老人福祉施設協議

会 

R1.7.18 令和元年 部下や後輩の成長を促すティー

チング研修 

介護員 宮城県社会福祉協議会 

R1.7.24 令和元年度仙台市老人福祉施設協議会 特

別養護老人ホームの入居申込管理従事者 

情報交換会 

支援課長 

相談員 

仙台市老人福祉施設協議

会 

R1.7.29 令和元年度宮城県災害派遣福祉チーム員養

成研修 

支援課長 宮城県社会福祉協議会震

災復興・地域福祉部地域福

祉課 

R1.8.14 令和元年度仙台市老施協 第 2 回人材確保

対策委員会 

施設長 仙台市老人福祉施設協議

会 

R1.8.21 令和元年度 仙台市老人福祉施設協議会

「施設ケアマネージャ研修会」 

介護支援専門

員 

仙台市老人福祉施設協議

会 

R1.8.22 令和元年度 仙台市社会福祉法人・施設職

員研修事業 管理者研修 

介護員 仙台市社会福祉協議会 

R1.9.20 指導監査に対応するための業務改善 副施設長 

事務員 

ＴＫＣ 

R1.9.20 令和元年度 仙台市老施協第 3 回人材確保

対策委員会 

施設長 仙台市老人福祉施設協議

会 

R1.9.30 喀痰吸引 介護員 プレゼンスメディカル 

R1.10.18 仙台市老人福祉施設協議会 かご送迎担当

者安全運転講習会 

介護員 仙台市老人福祉施設協議

会 

R1.10.26 明治ニュートリションセミナー 管理栄養士 ｍｅｉｊｉ 

R1.11.21 令和元年度 仙台市認知症介護研修 介護員 公益財団法人仙台市健康

福祉事業団 

R1.12.11 宮城県栄養士会 福祉施設対象研修会 管理栄養士 宮城県栄養士会 

R2.1.23 令和元年度 新カリキュラム対応 介護実

習指導者研修 

相談員 宮城県介護福祉士会 

R2.2.20 令和元年度 情報交換会（ショートステイ） 相談員 仙台市老人福祉施設協議

会 
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地域密着型特別養護老人ホーム抱優館南光台東 事業実績報告 

 

主要課題は、抱優館八乙女と重複することから、南光台東の特筆事項に限ります。 

①小さな施設を維持するには常に効率、効果的な事業運営が求められます。職員の自己管理意識と責任の

醸成につながり、各専門職種と介護職員、新卒者等が一体となって運営体制を整えてきました。介護職

員の離職により人員不足もありましたが、入居者の迎え入れについては順調に推移しました。 

②地域密着型サービス事業所に義務付けられている「運営推進会議」を６回開催し、連合町内会長、民生

児童委員、老人クラブ会長、南光台地域包括支援センター、パインツリー南光台、ご入居者・ご家族等

の地域の方々のご意見を伺い、また地域ニーズに基づく南光台東の社会的役割について提言を頂く中、

事業を進めました。 

③南光台地域包括支援センター、パインツリー南光台と共催し、地域交流スペースを使った「ひまわりサ

ロン」を 4 回開催し、近隣の方とのつながりに努めました。 

④「やまとみらいにぎわい食堂」を５回開催し、近隣の子供との楽しいひと時を作っています 

 

令和元年度の利用実績 

[ 入居者の要介護度別年齢]  

 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 平 均 

男 性 ― ― 94.68 歳 73.87 歳 71.08 歳 76.33 歳 

女 性 ― ― 88.00 歳 87.44 歳 83.30 歳 86.76 歳 

合 計 ― ― 88.70 歳 84.41 歳 79.94 歳 84.69 歳 

 

[ 地域密着型特別養護老人ホーム抱優館南光台東利用実績]  全 29 室 

・平均入居者 27.8 人 稼働率 95.92％ 

月 平均入居者数 稼働率 月 平均入居者数 稼働率 

４月 27.4 人 94.60％ １０月 28.0 人 96.55％ 

５月 28.0 人 96.44％ １１月 28.6 人 98.51％ 

６月 28.0 人 96.55％ １２月 28.5 人 98.44％ 

７月 27.5 人 94.66％ １月 28.9 人 99.67％ 

８月 27.8 人 96.00％ ２月 27.4 人 94.65％ 

９月 26.6 人 91.61％ ３月 27.1 人 93.33％ 

 

[( 介護予防)短期入所生活介護抱優館南光台東利用実績]  全 10 室 

・平均月延べ利用者数 277.08 人  稼働率 90.86％ 

月 延べ利用者数 稼働率 月 延べ利用者数 稼働率 

４月 267 人 89.00％ １０月 229 人 73.87％ 

５月 285 人 91.94％ １１月 250 人 83.33％ 

６月 280 人 93.33％ １２月 295 人 95.16％ 
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７月 296 人 95.48％ １月 283 人 91.29％ 

８月 290 人 93.55％ ２月 273 人 94.14％ 

９月 284 人 94.67％ ３月 293 人 94.52％ 

 

抱優館南光台東各種委員会活動報告 

●リスクマネジメント委員会 

【構成メンバー】 

 施設長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、看護師、介護職員 

【開催日】 

 月 1 回 計 12 回 

【本年度の取り組み】 

利用者様の安全面と快適性のバランスに配慮した環境作り 

介護職員のリスクマネジメントに対する認識を高める仕組み作りをする目標に行った。 

【反省】 

目標に掲げていた職員にリスクマネジメントに対する認識を伝達することができなかった 

高齢者体験（装具装着）をすることにより体験ができ良かったように感じられた。 

事故が連日続いたのでユニットだけではなく施設全体で考えるできだった。 

 

●感染症予防対策委員会 

【構成メンバー】 

施設長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、看護師、介護職員   

【開催日】 

 4 月 9 日、7 月 10 日、10 月 15 日、1 月 14 日 

（4・7・10・1）第 2 火曜日 

【本年度の取り組み】 

・年間目標と活動計画の作成。 

・感染だよりの発行 

・感染症ｼｰｽﾞﾝの手洗い、うがいの徹底啓蒙 

・委員会での勉強会 

・掃除マニュアルの改訂 

 ＊研修⇒10/7 「施設における感染症対策～ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ/ ﾉﾛｳｲﾙｽ感染症編」 

    講師…SARAYA ﾒﾃﾞｨｶﾙ事業部福祉課主任：前田貴宏様 

  12 月 11 日、12 月 24 日  吐物処理の実践 

【反省】 

今年度も前年度と同様、インフルエンザウイルス罹患者が職員 1 名のみで、入居者様、利用者様には

感染症発症者が出ずに済んだ事はとても良かったと思う。 
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次年度も感染症発症者「0」を目標に予防対策に尽力したいと考える。 

研修については外部講師を招いて行ったが、日程が 1 日しかとれなかった都合上もあるが、参加 

人数が少なかったのが残念である。今後は外部講師に失礼のない様、多くの職員が参加できるように働

きかけたいと思う。 

内部研修の吐物処理の実践は、実際に当施設で用意しているノロキットを使用し、吐物凝固剤や消毒剤

の使用具合を確認出来たのが良く、今後万が一の備えとして、とても有意義な研修となった。 

次年度はゴミ箱の清掃等、マニュアルを改訂した部分の習慣化。予防対策を徹底すると共に、職員皆、

感染対策の意識が高まるように啓蒙に努めたいと考える。 

 

●身体拘束・虐待防止・ケア向上委員会 

【構成メンバー】 

施設長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、看護師、介護職員 

【開催日】 

1 回目：平成 31 年 4 月 16 日 ・ 令和元年 7 月 16 日 

2 回目：令和元年 10 月 15 日 ・ 令和 2 年 1 月 21 日 

【本年度の取り組み】 

「職員の知識を高めて身体拘束を防ぐ」特に「声掛けを工夫してスピーチロックをなくす」を目標に 

チェックシートによる意識アンケートや資料を用いた研修を行い、ユニット内や個人で普段のケアを

見直し、意識付けしてきた。また日々のケアを振り返ることにより、不適切なケアを減らし、より良い

介護をすることが身体拘束や虐待防止に繋がっていくという動画を用いて研修を行った。 

【反省】 

・委員の入れ変わりもあり、研修の時期が遅くなってしまった。 

・新しく入社された職員が多く、以前の研修を受けていない為、以前の研修資料を参照してもらっても

良かったのではないか。 

・以前に比べて、職員の声掛けに変化が見られ、研修が生かされてきたと感じられる。 

 

●栄養管理委員会 

【構成メンバー】 

生活相談員、介護支援専門員、看護師、管理栄養士、介護職員、 

（受託先）日清医療食品㈱ エリアマネージャー、調理師、調理師、調理員 

【開催日】 

月 1 回 計 12 回 

【本年度の取り組み】 

・毎月の行事食立案、実施、反省、行事委員会との連携。 

 施設開催（お弁当の日、土用丑の日、夏祭り、敬老祝い食、芋煮会、クリスマス会、お節料理の提供、

七草粥、餅つき会、節分、バレンタインデー、ひな祭り） 

 ユニット開催（ラーメンの日/ 年 2 回、海鮮ちらし寿司） 

・食中毒、ユニット衛生管理（清潔保持）についての研修実施、マニュアルの読み合わせ。 
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・食事配膳時の入居者様に対する配慮について、資料作成し配布、周知。 

・増粘剤の見直し実施。 

・塩分計の配布、見回り指導により、汁物類の味付けのバラつきをなくす。 

・誤嚥性肺炎予防のための姿勢について、ユニット会議への参加 

・ユニットからの要望、意見交換。より良い給食の提供を目指して。 

・誤配膳を防ぐ取り組みの実施（色分け、ダブルチェックの徹底） 

【反省】 

・年間通して、誤配膳が多かった。年度後半は様々な取り組みにより多少、少なくなった。 

・ユニット毎の行事食実施。職員も参加してのアットホームな行事食の提供が行えた。 

・行事の実施に当たり、行事実行委員との連携が前年度と比較し、スムーズに実施できた。 

・未完成ではあるが、ソフト食、ムース食が安定して提供出来るようになってきている。 

・主食の盛り付け時間のバラつきの改善必要。適時適温の初心をしっかりと伝える必要性がある。 

 

●排泄・褥瘡予防委員会 

【構成メンバー】 

 施設長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、看護師、介護職員   

【開催日】 

 月 1 回 計 12 回 

【本年度の取り組み】 

 ・年間目標と活動計画の作成。 

 ・皮膚トラブルの把握と対策⇒毎月の報告と入浴後の保湿を重点的に保湿剤の準備を徹底。 

 ・オムツ・パッドの使用状況把握⇒毎月の報告と統一の周知確認。 

 ・臭い対策⇒ユニットのトイレ、汚物室に消臭スプレー準備。居室に必要な場合は個人購入。 

 ・排泄パターン表の見直し 

 ・委員会での勉強会⇒マニュアルを参考に「皮膚の働きと構造」「高齢者の皮膚の特徴」 

                     「褥瘡とは」など実施。 

 ・褥瘡の発生と状態報告。 

 ・個別ブレーデンスケールの評価。 

 ＊研修・・ユニチャーム様によるオムツ・パッドの特徴と正しい当て方（5/21   5/23 ） 

  褥瘡予防について（11/21   11/29 ） 

【反省】 

・皮膚トラブルの把握については、ユニットから状態について提出してもらい、保湿剤を処方で 

もらう方もいて時間がかかってしまった。排泄パターンの見直しをすることにより排泄用品 

や交換時間を統一することが出来たが、おむつの当て方（技術的に）のばらつきにより、 

漏れや、部分的に発赤発症があり今後の課題となった。 

委員会内での勉強会は、委員会に参加出来る人数が少ない時や、年度途中での委員変更 

などにより、単発的な内容となってしまったように思う。 

また、身体の状態変化が急激に起こった場合、観察が追いつかず皮膚剝離や褥瘡が出来て 



18 

 

しまった。特に委員が中心となり、観察、報告、ケアを 行う必要があった。 

研修については、日頃のケアに活かせているか実感の有無が曖昧なところもある。 

委員会内で行っている内容が、ケアに活かせるよう今年度の反省を次年度の課題とし 

取り組んでいきたい。 

 

●行事企画・広報委員会 

【構成メンバー】 

施設長、生活支援課長、生活相談員、管理栄養士、看護師、機能訓練指導員、介護職員、総務職員 

【開催日】 

 月 1 回（計 12 回） 

【本年度の取り組み】 

敬老会式典や外部団体を招いた催し物、季節行事の企画・運営 

ニュースレターの発行 

【反省】 

昨年度は全ての行事が初めての試みであり、至らない点も見受けられたが、 

今年度は昨年度の取り組みや反省を生かし、スムーズに運営を行えた。 

しかしながら、各委員が十分なイニシアチブを取れていない様子も見られており、 

来年度は各行事の準備や進行等全体図を委員長及び委員が共有するための 

より良い方法を画策していきたい。 

 

●防災対策委員会 

【構成メンバー】 

施設長、生活支援課長、生活相談員、管理栄養士、看護師、機能訓練指導員、介護職員、総務職員 

【開催日】 

4 月 17 日、7 月 16 日、10 月 16 日、1 月 21 日  計 4 回開催 

【本年度の取り組み】 

年 2 回の消防・防災訓練の実施 （5 月 8 日、11 月 18 日） 

5 月 8 日は自主訓練(夜間想定)にて実施。 

マニュアル通りに動こうとするあまりに指示を待つ時間が出来たり、利用者の誘導に時間をかけ過ぎ

たりと、避難完了までに時間がかかってしまった。また、火元の前を通って避難誘導するなど、やや緊

張感を欠いてしまう場面があった。 

11 月 18 日は消防署立会い(夜間想定)にて訓練を実施。 

概ね滞りなく訓練実施出来ていた。消防からの指摘もほとんどなく、避難誘導の際、歩行される方でも

身近に車椅子があるのであれば、それを利用することでより迅速に避難できるとのアドバイスがあっ

た。 

【反省】 

職員の防災に関する意識が低く、消防訓練を実施しても、実施者以外の職員は訓練の内容をあまり把握

していない様であった。夜間帯は介護職員と宿直のみとなるため、全職員の防災への理解が必要であ
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る。現時点では、災害時の避難経路の確認や連絡など理解していない職員が多いと思われるため、次年

度は全職員へ防災意識を植え付けられるよう取り組んでいきたい。 

 

[ 各種外部研修・行政等主催研修参加状況]   

日時 研修名 参加者 主催 

Ｒ1.5.16 新任職員研修 介護職員(新卒)木村 仙台市社会福祉協議会 

Ｒ1.5.27～ ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ研修 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 小山 一般社団法人 

日本ﾕﾆｯﾄｹｱ推進ｾﾝﾀｰ 

R1.6.12 泉区管内給食施設従事者研修会 管理栄養士 木下 日本食品衛生協会 

Ｒ1.6.26 生活相談員研修 生活相談員 鳥羽 仙台市老施協 

Ｒ1.7.5 高齢者虐待防止教育研修 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 早坂 認知症介護研究・研修 

仙台ｾﾝﾀｰ 

Ｒ1.8.29 仙台市老施協泉支部災害訓練 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 塩田 仙台市老施協泉支部 

Ｒ1.9.24 DateCare in 仙台 2019 

新任介護関係職員交流会 

介護職員(新卒)佐藤 仙台市健康福祉局 

介護保険課 

R1.9.30～ 喀痰吸引等研修 介護職員 若槻 ㈱ﾌﾟﾚｾﾞﾝｽﾒﾃﾞｨｶﾙ、 

社福 仙台白百合会 

R1.10.26 明治ﾆｭｰﾄﾘｼｮﾝｾﾐﾅｰ 管理栄養士 木下 ㈱明治 

R1.10.27 他施設に学ぶ安全・安心な摂食嚥下ｱﾌﾟﾛｰ

ﾁ 

管理栄養士 木下 東北摂食嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

研究会 

R1.11.20 栄養ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄと地域における栄養士の役割 管理栄養士 木下 仙台市老施協 

R1.12.12 中堅職員研修 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 松本 仙台市社会福祉協議会 

R2.2.20 在宅事業所の情報交換会 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 塩田 仙台市老施協在宅委員会 
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ヘルパーステーション東雲（訪問介護、介護予防・日常生活支援総合事業）事業実績報告 

 

 令和元年 10 月 1 日より新規事業所として再出発いたしました。既存の利用者に加え新規でご相談頂く

利用者のニーズを把握し、居宅介護支援事業所及び地域包括支援センター等と連絡を密にとり介護保険

サービスの枠に囚われず自費サービスも含め幅広いニーズに応えるべくサービス提供を実施しておりま

す。 

 職員の平均年齢が 62.14 歳と決して若い事業所ではありませんが、利用者の子供世代に近い層を売り

に傍に寄り添った安心・安全・ぬくもり溢れる対応を心掛けております。 

 現在、新規依頼はあるものの、人員確保が難しく外部の訪問の受け入れが難しい状態となっておりま

す。 

 令和 2 年 4 月 1 日より特定事業所加算Ⅱを算定することとなりました。特定事業所として求められる

事・やるべき事を全職員で共有し、更なる事業展開の拡大に努めて参ります。 

 

令和元年度利用実績  

訪問介護 平均利用者数 31.16 名 平均介護度 2.25 

 要介護 1 2 3 4 5 合計 

１０月 12 名 9 名 3 名 5 名 2 名 31 名 

１１月 13 名 10 名 2 名 5 名 2 名 32 名 

１２月 12 名 9 名 2 名 6 名 2 名 31 名 

 １月 12 名 9 名 2 名 6 名 2 名 31 名 

 ２月 12 名 9 名 2 名 6 名 2 名 31 名 

 ３月 13 名 9 名 1 名 6 名 2 名 31 名 

 平均 12.33 名 9.16 名 2.33 名 5.66 名 2 名 31.16 名 

 

 

介護予防・日常生活支援総合事業 平均利用者数 14.16 名 

 要支援１ 2 合計 

１０月 9 名 5 名 14 名 

１１月 10 名 5 名 15 名 

１２月 9 名 5 名 14 名 

 １月 9 名 5 名 14 名 

 ２月 9 名 5 名 14 名 

 ３月 9 名 5 名 14 名 

 平均 9.16 名 5 名 14.16 名 
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ホームヘルパーステーション東雲（障害者自立支援・居宅介護） 事業実績報告 

 

 令和元年 10 月 1 日より利用者１名の状態から再出発し、令和元年 11 月 2 日以降、稼働実績がござい

ません。事業所としては、ヘルパーステーション東雲と兼任業務となる為、対応可能な曜日・時間帯を相

談支援事業所へ案内し利用者の獲得に努めて参ります。 

 

令和元年度利用実績 

 障がい者自立支援 ※令和元年 11 月 2 日を最後にサービス利用終了。 

 区分 1 2 3 4 5  合計 

１０月 - 1 名 - - -  1 名 

１１月 - 1 名 - - -  1 名 

１２月 - - - - -  0 名 

 １月 - - - - -  0 名 

 ２月 - - - - -  0 名 

 ３月 - - - - -  0 名 

 平均 - - - - -  0.33 名 
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ケアプランセンター東雲 事業実績報告 

 

 令和元年 10 月より法人統合。12 月に 1 名退職、1 名移動により 2 名体制。 

1 名については担当件数に若干の空きがあるものの、介護支援専門員を始めたばかりで、引継ぎの利用者

の対応しながらの為、新規は月に 1 件担当している。各地域包括支援センターや病院から新規の依頼は

あるものの、お断りしている現状。 

1．介護支援専門員 1 名あたりの担当件数を 35 名とする。 

2．個々の介護支援専門員のスキルアップ 

3．新しい職員の確保 

4．職員が長く定着できる方法の検討 

5．特定事業所加算取得のための体制づくり 

 新型コロナウィルス感染症の対応として市や町、各職能団体が主催する連絡会、事例検討会、研修が中

止となっております。職員のスキルアップを目的として介護支援の手引き（黄色ファイル）を使用した勉

強会や個々のケースについての検討を事業所内で行っていきます。 

 

令和元年度 利用者実績 平均担当件数 64.83 名 

 
要介護

1 

2 3 4 5 合計 要支援 担当 新規 終了 

１０月 13 28 8 6 6 61 16 69 0 2 

１１月 20 25 6 6 5 62 16 70 0 8 

１２月 14 24 5 8 5 56 14 63 1 0 

１月 15 26 6 5 5 57 14 64 0 1 

２月 14 27 5 5 4 55 15 62.5 2 1 

３月 14 24 5 6 4 53 15 60.5 2 0 

（実績のある利用者のみを記載。要支援認定者は 2 名で 1 件とする） 

会議・研修等受講報告 

受講月日 研修名 実施主体 

10 月 4 日 自分事で考える認知症診断後の支援 宮城県介護支援専門員協会塩釜支部 

10 月 10 日 主任介護支援専門員 研修 塩釜市 

10 月 18 日 七ヶ浜町ケアマネージャー等連絡会 七ヶ浜町 

11 月 7 日 塩釜市サービス事業者連絡会 塩釜市 

11 月 19 日 事例検討会 塩釜市北部 1 地区地域包括支援ｾﾝﾀｰ 

11 月 13 日 多賀城市ケアマネージャー連絡会 多賀城市 

11 月 15 日 七ヶ浜町ケアマネージャー等連絡会 七ヶ浜町 
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12 月 17 日 事例検討会 塩釜ケアマネージャーネットワーク 

12 月 20 日 七ヶ浜町ケアマネージャー等連絡会 七ヶ浜町 

1 月 17 日 七ヶ浜町ケアマネージャー等連絡会 七ヶ浜町 

1 月 21 日 事例検討会 塩釜市北部 1 地区地域包括支援ｾﾝﾀｰ 

1 月 27 日 多賀城市ケアマネージャー連絡会 多賀城市 

2 月 6 日 塩釜市北部地区合同勉強会 塩釜市北部 1・2 地区地域包括支援ｾﾝﾀｰ 

2 月 10～１

１日 
ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修 宮城県介護支援専門員協会 

2 月２１日 七ヶ浜町ケアマネージャー等連絡会 七ヶ浜町 

2 月 26 日 パーキンソンについて勉強会 塩釜ケアマネージャーネットワーク 

3 月 9 日 塩釜市北部地区合同勉強会 塩釜市北部 1・2 地区地域包括支援ｾﾝﾀｰ 

3 月 12 日 塩釜市サービス事業者連絡会 塩釜市 

3 月 13 日 事例検討会 宮城県介護支援専門員協会塩釜支部 

3 月 16 日 事例検討会 塩釜市北部 1 地区地域包括支援ｾﾝﾀｰ 

3 月 17 日 主任介護支援専門員 研修 塩釜市 

3 月 27 日 七ヶ浜町ケアマネージャー等連絡会 七ヶ浜町    

2 月 26 日 出席辞退。  3 月 1 日以降はすべての連絡会等は中止。 

毎月 1 日 ケアプランセンター東雲 ミーティング開催 
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サービス付き高齢者向け住宅東雲 事業実績報告 

 

 令和元年 10 月 1 日より社会福祉法人やまとみらい福祉会として再出発致しました。地域から頼られる

事業所・相談される事業所・選ばれる事業所を目指して運営しております。 

入居者が自由に安心して安全に快適に生活して頂けるように、以下の内容にてサービスの質の向上に

努めました。 

・食事の面においてはグループ会社が運営するレストランフェニーチェと都度協議を重ね、趣味趣向、 

体調に応じた細かな献立作りを心掛けました。 

・施設設備の破損や異常において速やかに修繕を行い入居者の安全確保に努めました。 

・年２回（12 月・3 月）と消防訓練を実施し、災害時に職員が迅速な対応を取れるよう努めました。 

・感染症や食中毒等が発生することなく本年度を終えることができました。また、新型コロナウイル 

スへの対策に限らず、常時来館者に対する手指消毒、マスク着用の推進、職員の体調不良者に対する 

対応等、感染症予防に自覚的取組んで参ります。 

 

令和元年度利用実績 

 入居者の要介護度別平均年齢 平均介護度 1.52 平均年齢 84.75 歳 

 自立 要支援

1 

2 要介護

1 

2 3 4 5 平均 

男 87 歳   - 86 歳 85.6 歳 83.6 歳   - 88 歳   - 86.0 歳 

女 85 歳 66 歳 84.5 歳 81.5 歳 87.2 歳   - 89 歳 91 歳 83.5 歳 

計 86 歳 66 歳 85.2 歳 83.5 歳 85.4 歳   - 88.5 歳 91 歳 84.75 歳 

 

 全居室数 30 室 平均稼働率 96.35％ 

月 最大稼働日数 実績 入居稼働率 

１０月 930 868 93.3％ 

１１月 900 827 91.9％ 

１２月 930 927 99.7％ 

１月 930 899 96.7％ 

２月 870 844 97.0％ 

３月 930 925 99.5％ 

  ※最大稼 30 室×暦日数 ※実績率 在室数×日数－空室数×日数 により算出。 
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ケアプランセンター抱優 事業実績報告 

 

安心して住み続けることができる地域社会にはいろんな社会資源が必要です。ケアプランセンター抱

優は、介護が必要であっても、認知症になっても、住み慣れた地域でその人らしい生活が継続できること

を共に考える居宅介護支援事業所を目指し活動してきました。  

 年度後半には、担当可能件数の上限まで担当することができました。時間はかかりましたが、このこと

は、介護支援専門員一人一人が利用者の方のニーズに適切なケアマネジメントを実施したことが、関係

各機関より評価された結果と考えています。ただ、収支としては、支出とのバランスを考えると、3 人体

制を目指すことが必要ですが、そこまでの利用者確保には今年度は至らない状況でした。 

 今年度の実績は以下のとおりです。地域包括支援センターや病院とさまざまな機会を通じて、連携を

深める取組みの結果、毎月新規利用者の獲得となり、年間５１名の新規の利用者と関わってきました。た

だ、終結となる利用者も多く、3 人体制を維持できる利用者数を確保することができませんでした。今後

も、関係各機関との連携を深め、新規利用者の紹介を受けていくと共に、できるだけ長く安心して在宅で

生活が継続できるケアマネジメントを実践していきます。 

 

  
要介護

1 
2 3 4 5 合計 要支援 担当 新規 

終結・

入院 

４月 37 15 7 5 1 64 13 77 5 4 

５月 41 10 8 5 2 66 14 80 6 4 

６月 41 12 7 8 1 69 14 83 4 1 

７月 40 16 7 6 1 70 13 83 4 3 

８月 39 16 9 4 0 68 12 81 5 7 

９月 35 16 10 4 0 65 15 80 2 5 

１０月 34 18 9 5 1 67 14 81 8 6 

１１月 34 18 8 6 2 68 13 81 4 3 

１２月 35 18 9 7 0 69 14 83 4 3 

１月 36 18 8 7 0 69 13 82 3 3 

２月 41 14 11 6 0 72 13 85 6 3 

３月 43 14 13 6 0 76 13 89 4 0 

 

 

会議・研修等受講報告 

受講月日 研修名 実施主体 

4 月 9 日 ケアマネサロン 八乙女地域包括支援センター 
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4 月 24 日 八乙女ネットワーク会議 八乙女地域包括支援センター 

5 月 10 日 主任介護支援専門員更新研修 宮城県 

5 月 14 日 主任介護支援専門員更新研修 宮城県 

5 月 17 日 主任介護支援専門員更新研修 宮城県 

5 月 20 日 主任介護支援専門員更新研修 宮城県 

5 月 22 日 圏域地域ケア会議 八乙女地域包括支援センター 

5 月 27 日 主任介護支援専門員更新研修 宮城県 

6 月 3 日 主任介護支援専門員更新研修 宮城県 

6 月 4 日 主任介護支援専門員更新研修 宮城県 

6 月 7 日 なないろカフェ 八乙女地域包括支援センター 

6 月 11 日 市集団指導 仙台市 

6 月 18 日 課外講座ふたば 双葉ヶ丘地域包括支援センター 

6 月 27 日 つるとカフェ 鶴ケ谷地域包括支援センター 

7 月 10 日 ケアマネージャー交流会 南光台地域包括支援センター 

7 月 17 日 八乙女ネットワーク会議 八乙女地域包括支援センター 

7 月 20 日 なないろカフェ 虹の丘・加茂地域包括支援センター 

7 月 25 日 DFC セミナー いずみの杜診療所 

8 月 20 日 ケアマネサロン 八乙女地域包括支援センター 

8 月 27 日 圏域地域ケア会議 八乙女地域包括支援センター 

9 月 10 日 八乙女ネットワーク会議 八乙女地域包括支援センター 

9 月 11 日 事例検討会 南光台地域包括支援センター 

10 月 31 日 ケアマネジメント研修会 仙台市健康福祉局保険高齢部 



27 

 

11 月 1 日 みずほ台介護予防教室 虹の丘・加茂地域包括支援センター 

11 月 15

日 
泉区包括圏域ケアマネージャー学習会 泉区地域包括支援センター 

12 月 3 日 長命ヶ丘認知症カフェ 長命ヶ丘地域包括支援センター 

12 月 18

日 
長命ヶ丘包括地域ケア会議 長命ヶ丘地域包括支援センター 

1 月 15 日 鶴ケ谷地域包括ケアマネ研修 鶴ケ谷地域包括支援センター 

1 月 16 日 事例検討会 南光台地域包括支援センター 

2 月 13 日 
第 4 回指定居宅介護支援事業所等介護支援専

門員研修会 
仙台市健康福祉局保険高齢部 

2 月 22 日 なないろカフェ 虹の丘・加茂地域包括支援センター 
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やまとみらい八乙女保育園 事業実績報告 

 

令和元年度は０歳児３名、１歳児７名、２歳児８名、計１８名の定員を割るスタートとなりました。６

月には、０歳児の入園が決まり定員を満たす運営となりました。 

クラス担任制を廃止し２年目の年、模索しながらの１年目より更に職員間で連携を図り、クラスの枠を

超えた活動や、年齢に応じた食育活動等に多く取り組む事ができました。 

一方で、「園としての保育の在り方」の周知定着が進まず、新たな課題が見られました。「園児のための保

育」とは何かを考え意見できる場を設け、各々の保育観を尊重しながら、やまとみらい八乙女保育園の基

礎の確立に努めてまいります。 

 今年度は、軽傷ではありましたが２件の通院を要する怪我がありました。保育環境の整備をおこない、

園児・職員が安心して過ごせる環境の整備に努めてまいります。 

 

【やまとみらい八乙女保育園利用実績】 定員 19 名 

  月 
入園児数 退園児数 

合計 
0 歳児 1 歳児 2 歳児 0 歳児 1 歳児 2 歳児 

4 月 3 7 8 0 0 0 18 名 

5 月 3 7 8 0 0 0 18 名 

6 月 3 7 8 0 0 0 18 名 

7 月 4 7 8 0 0 0 19 名 

8 月 4 7 8 0 0 0 19 名 

9 月 4 7 8 0 0 0 19 名 

10 月 4 7 8 0 0 0 19 名 

11 月 4 7 8 0 0 0 19 名 

12 月 4 7 8 0 0 0 19 名 

1 月 4 7 8 0 0 0 19 名 

2 月 4 7 8 0 0 0 19 名 

3 月 4 7 8 0 0 0 19 名 

 

【各種会議開催状況】 

保育園全体の連携や各職種連携のため次の会議を開催し、業務の改善を図った。 

会議名 議題 開催日 構成メンバー 

管理者会議 
現状報告、情報連絡、課題提

起・検討、収支報告 

4/ 12、5/1 0、6/ 14、

7/ 12、8/ 9、9/ 13、

10/19、 11/ 8、

12/ 13、1/1 0、2/14 、

3/ 10、 

理事長、事務局

長、総務課長、総

務係長、各事業管

理者 

職員会議 保育・給食状況報告、 4/ 1、5/ 10、6/ 4、7/ 2、 園長、保育士、栄
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行事反省、次月予定、 

課題提起・検討、情報・意識の

共有 

8/ 8、9/ 10、10/ 2、

11/ 6、12/ 5、1/ 7、

2/ 12、3/ 3 

養士、調理員 

給食会議 
現状報告、情報連絡、課題提

起・検討 

4/ 11、5/ 16、6/ 18、

8/ 22、9/ 12、10/ 9、

11/ 22、12/ 10、1/1 7、

2/17 、3/19  

園長、栄養士、調

理員 

 

【各種外部会議・行政主催研修参加状況】 

保育のスキルアップや情報交換、小規模保育制度の理解を深めるため、以下の研修等に参加した。 

開催日 名称 参加者 主催者 

 施設長研修 園長 仙台市子供未来局 

6/12  リーダー的保育士研修 保育士 仙台市子供未来局 

6/ 11 1.2 歳児研修 保育士 仙台市子供未来局 

9/ 25 乳児保育研修 保育士 仙台市子供未来局 

7/1 8 発達障害の基礎とアーチルの役割 保育士 宮城県保育協議会 

9/ 25 

10/29  

11/21  

乳児保育研修 保育士 仙台市子供未来局 

7/ 30 栄養士研修 栄養士 仙台市子供未来局 

8/ 30 子育て支援関係機関連絡会 保育士 仙台市子供未来局 

9/ 4.5.13 キャリアアップ研修（幼児教育） 保育士 宮城県社会福祉協議会 

10/4  

10/7  

キャリアアップ研修（食育・アレルギ

ー） 
保育士 宮城県社会福祉協議会 

10/ 30 

11/5  

カウンセリング特別講座 

 
保育士 仙台市子供未来局 

10/ 31 所長研修 保育士 仙台市子供未来局 

1/15  

1/21  

2/4  

キャリアアップ研修（マネジメント） 栄養士 宮城県社会福祉協議会 
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就労移行支援事業所オルタ八乙女 事業実績報告 

 

今年度は、新たな訓練ツール「ワークサンプル幕張版の導入」と「就労定着支援の開始」という２つの

大きな取り組みにチャレンジしました。 

「ワークサンプル幕張版」により事務系訓練も可能となり、利用者層が広がってきました。 

「就労定着支援」は、オルタ八乙女から一般企業に就職し半年経過した皆さんを対象に、定期面談や職

場訪問等で状況を把握。必要なタイミングをとらえて働き続けるためのサポートを行っています。ご本

人はじめ企業の希望も多く、今後も着実に利用者が増える見通しです。 

さらに、新たな取り組みとして毎月 2 回の土曜開所を実施。生活スキルアップと余暇スキルアップに向

けて外出や簡単な調理等を企画し、企業で働いている先輩も交えながら楽しく活動しています。訓練中

の方は、企業で働いている先輩の生のお話を聞けることで良い刺激になりますし、先輩も日常の緊張か

ら離れてリラックスできる時間になっている他、先輩として参加することで自信にもつながっているよ

うです。 

事業運営についても、職員個々の強みを活かした役割分担、業務の効率化や職員の支援力アップにつな

げるための工夫を重ねており、今年度の就職者数、職場定着率も好調を維持しています。 

令和２年度は、今年度できていることを継続する他、「ホームページ等を活用した発信の工夫」「医療機

関とのつながり作りの強化」をテーマに取り組み、新規利用者の獲得を目指します。 

 

[ 登録者数、月平均利用人数]  

就労移行   ＊平日よりも利用人数が少ない土曜開所も含めて平均利用人数を出しています。 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

登録者 19 20 17 19 18 18 23 24 14 16 15 15 

平 均 13,5 12,3 10,5 12,0 12,1 11,2 11,9 11,1 10,0 10,7 10,6 10,7 

就労定着 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

登録者 - - - 5 5 5 6 6 8 7 6 8 

 

[ 各種会議開催状況]  

外部会議・研修 

日 時 研 修 内 容 主  催 

H31.4.16 よめごと会議 泉区自立支援協議会 

H31.4.24 第１回地域ネットワーク会議 八乙女地域包括支援センター 

R1.5.21 よめごと会議 泉区自立支援協議会 

R1.5.22 第１回八乙女地域包括圏域ケア会議 八乙女地域包括支援センター 

R1.5.24 令和元年度 春季精神保健福祉援助実習連絡会 東北福祉大学  

R1.5.30 富谷市・黒川地域自立支援協議会実務者会議 富谷市・黒川地域自立支援協議会 

R1.6.18 よめごと会議 泉区自立支援協議会 
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R1.6.21 富谷市・黒川地域における就労支援ネットワーク会 （社福）みんなの輪 

R1.7.6 円卓会議 IN 仙台 全国就労移行支援事業所連絡会議 

R1.7.17 第二回地域ネットワーク会議 八乙女地域包括支援センター 

R1.7.18 富谷市・黒川地域における就労支援ネットワーク会 仙台市精神保健福祉団体連絡協議会 

R1.7.23 よめごと会議 泉区自立支援協議会 

R1.8.24 第２５回みやぎ精神科デイケア研究会 みやぎ精神科デイケア研究会 

R1.8.27 令和元年度アーチル発達障害成人期講座（就労編） 北部／南部アーチル 

R1.8.28 コンパス交流会 特定非営利活動法人ワーカーズコープ 

R1.9.3 就労支援者の就労支援スキル向上のための研修会 ハローワーク仙台 

R1.9.10 第３回地域ネットワーク会議 八乙女地域包括支援センター 

R1.9.11 合同説明会実行委員 合同説明会実行委員 

R1.9.12 よめごと会議 泉区自立支援協議会 

Ｒ1/25 ～

27 
令和元年度 就業支援基礎研修 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支

援機構 

R1.9.27 仙台市福祉事業所 合同説明会 合同説明会実行委員 

R1.10.18 介護送迎担当者安全運転講習会 仙台市老人福祉施設協議会泉支部 

R1.10.29 
就業支援基礎研修応用編 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支

援機構 

R1.11.1 合同説明会振り返り 合同説明会実行委員 

R1.11.9 就労移行支援タウンミーティング 全国就労移行支援事業所連絡会議 

R1.11.28 チーム仙台勉強会参 仙台市弁護士会 

R1.11.29 
富谷市・黒川地域における就労支援ネットワーク会 

富谷市・黒川地域就労支援ネットワー

ク会 

R1.12.5 令和元年度宮城野区障害者自立支援協議会 宮城野区自立支援協議会 

R1.12.7 冬季精神保健福祉援助実習連絡会 東北福祉大学  

R1.12.12 アーチル発達障害成人期講座 仙台市発達相談支援センター 

R1.12.16 青葉区障害者自立支援協議会 青葉区自立支援協議会 

R1.12.18 就労支援事業所機能強化事業 優良事例共有会議 宮城県 

R1.12.19 精神保健福祉スキルアップ研修 仙台市精神保健福祉団体連絡協議会 

R1.12.20 なのはな勉強会 将来への備えセミナー 社会福祉法人なのはな会 

R2.1.29 精神障害者等の就労パスポートに係る支援機関向けワ

ークショップ 
宮城県労働局 

R2.2.4 東北ブロック障害者雇用特別セミナー 全国重度障害者雇用事業協会 

R2.2.5 医療機関との就労移行支援事業所の意見交換 就労移行支援事業所連絡協議会 

R2.2.6 雇用促進セミナー＆事業との情報交換会 障害者雇用アシスト事務局 

R2.2.26 精神保健福祉スキルアップ研修 仙台市精神保健福祉団体連絡協議会 
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所内研修 

 研修内容 出席者 

4/ 10 障害者虐待防止研修 

職員全員 

5/ 15 安全運転研修 

6/ 5 火災・災害対応研修 

8/ 7 体調・衛生管理研修 

8/14  非常災害対策計画、洪水時の避難確保計画研修 

11/13  障害者権利擁護研修 

 

外部企画行事 

 企 画 主 催 

7/24  
障害者就労支援機関 EXPO「就労支援機関による事業

所向け情報交換会」 
宮城労働局 

9/27  仙台市障害福祉事業所合同説明会 
仙台市障害福祉事業所合同説明会

実行委員会 

9/26  ふれあいワークフェア 宮城労働局 

 

内部会議 

会議名 議 題 開催日 構成メンバー 

ケース共

有 

・訓練状況、利用者の情報共有および対応の検討 

・業務連絡、翌日の予定の確認 

毎日 

17:30～18:00 

全職員 

ミーティ

ング 

・カリキュラム内容の調整、運営、役割分担、日程調整 

・支援方法、情報、意識の摺合せ 

毎週（水）  

15:00～17:00 

全職員 

職員会議 ・当月（翌月）の予定 

・計画に対する進捗の摺合せおよび課題検討 

毎週（水） 

15:00～18:00 

全職員 
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ワインフォレスト七ツ森 事業実績報告 

 

今年度 4 月より開設準備として、サービス管理責任者を含めた人員の確保、オルタ八乙女・畔柳所長

にご協力いただきながら支援学校や関係各所への事業開始予定のご挨拶（20 ヶ所）、事業指定申請書類

の作成をおこない、令和元年 10 月 1 日に宮城県より事業の認可(定員 20 名)をいただきました。しかし

ながら事務所として入居また業務受託予定の株式会社みらいファームやまと様のレストラン棟の竣工の

遅れから利用者様の獲得が予定通りにできない状況でした。 

 そのような状況でしたが、見学や体験をしたいという支援学校、各事業所、利用者様から希望には積

極的にお応えし対応してきました。3 月 11 日にはレストラン棟の引き渡しが終わり入居することがで

き、その時点で就労継続支援Ａ型の利用者様 2 名の利用が始まり事業所として本格的に稼働しました。

新年度になってからＡ型利用、Ｂ型利用がそれぞれ各 1 名ずつ利用開始しており、また体験もＡ型３

名、Ｂ型 1 名の受入れをおこなっております。各支援学校より 2,3 年生の実習希望を多数いただくな

ど、当事業所に非常に興味をお持ちになっている方が多く感じられるので、今年度中の早期に稼働率６

０％を目指して利用者様の獲得をしていきたいと考えております。 

 事業運営として、利用者様に提供する作業としては株式会社みらいファームやまと様から「レストラ

ン業務（接客、キッチン）」「農作業（葡萄畑、にんにく畑）」の受託業務、薪割りや今後の予定として

炭作り等多岐にわたっています。利用者様にあった作業、その中でも業務を細分化し利用者様に仕事を

合わせてもらうのではなく、仕事を利用者様に合わせていき多様なニーズに応えられるよう職員の支援

スキルの向上に取り組みながら、新規利用者様の獲得を目指します。 

 

[ 各種会議開催状況]  

外部会議・研修 

日 時 会 議 内 容 ・ 研 修 内 容 主  催 他 

Ｒ1.5.30 富谷市・黒川地域自立支援協議会実務者会議 富谷市・黒川地域自立支援協議会 

Ｒ1.7.30 利府支援学校進路研修会 利府支援学校 

R1.9.9 新入職員（早坂正宏）外部事業所研修 就労移行支援事業所オルタ八乙女 

R1.9.11 宮城県聴覚支援学校・学校見学会 宮城県聴覚支援学校 

R1.9.13 新入職員（早坂正宏）外部事業所研修 就労移行支援事業所オルタ八乙女 

R1.9.17 新入職員（早坂正宏）外部事業所研修 就労継続支援Ｂ型事業所ワークファレ 

R1.10.2 令和元年度クレーム対応研修（入門編） 社会福祉法人宮城県社会福祉協議会 

R1.11.16、

17 
全Ａネット就労支援セミナー仙台 

ＮＰＯ法人就労継続支援Ａ型事業所全

国協議会 

R1.11.20,21 令和元年度宮城県社会福祉施設「新任職員研修」 社会福祉法人宮城県社会福祉協議会 

R1.12.3 こころみ学園・ココファーム（栃木県足利市）視察 社会福祉法人こころみる会 

R1.12.4 宮城県農福連携現地視察会 みやぎ農福連携推進ネットワーク 

R2.1.28 宮城県農福連携セミナー みやぎ農福連携推進ネットワーク 

 


